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【はじめに】 

 高齢者は，加齢に伴い歩行速度が減少する 1)．

歩行速度は，ストライド長と関連がある．高齢

者は，若年者と比較しストライド長が減少して

おり，それが歩行速度を減少させる要因の一つ

となる． 

高齢者は，加齢に伴い関節可動域が減少し，歩

行中の関節角度に影響を及ぼす．Murray ら 2) 

とFinley ら 3)は，若年者と比較し立脚初期の股

関節屈曲角度，膝関節角度，立脚後期の股関節

伸展角度，足関節底屈角度と遊脚期の膝関節屈

曲角度が減少すると報告した．高齢者の歩行時

関節角度の減少は，高齢者歩行の特徴をあらわ

す指標である． 

高齢者は，歩行中の関節角度の減少が特徴で

あり，それらがストライド長の減少につながり

歩行速度の減少を導くことが推測される．しか

しながら，先行研究の多くは，関節角度の各相

における最大値を指標にしている．最大値を用

いた評価は，ある一時点の値のみの評価である

ため，その前後の相との関連が無視されるとい

う欠点がある．その欠点を補うためには，各相

における関節角度変化量を用いて検討する必要

がある．高齢者の歩行時の下肢関節角度変化量

について検討された報告は，我々が渉猟した限

りではなされていない． 

本研究の目的は，歩行時における高齢者と若

年者の股，膝，足関節の関節角度変化量の違い

について検討することである． 

 

【対象と方法】 

 対象は，65 歳以上の健常高齢者 40 名 (平

均年齢 70.07±4.63 歳，男性 20 名，女性 20

名) と 20 歳代の健常若年者 40 名 (平均年

齢 23.15±2.70歳，男性 20名，女性 20名) で

あった．計測課題は，裸足での定常歩行と

した．歩行中の運動学的データは，赤外線

カメラ 8 台を用いた三次元動作解析装置 

(VICON MX) を用いてサンプリング周波

数 100Hz にて取得した．標点マーカーは，

身体上の骨指標の 30 ヶ所に貼付した．得ら

れた運動学的データ，身長，体重と岡田ら 3) 

の身体部分慣性特性をもとに，Body Builder

を使用し，身体重心座標と下肢関節角度を

算出した．さらに下肢関節角度から立脚期

中の関節角度変化量を算出した．股関節角

度変化量は，伸展角度変化量と屈曲角度変

化量を算出した．膝関節角度変化量は，立

脚初期屈曲角度変化量，伸展角度変化量と

立脚後期屈曲角度変化量を算出した．足関

節角度変化量は，立脚初期底屈角度変化量，

背屈角度変化量と立脚後期底屈角度変化量

を算出した．計測したデータのうち，任意

の 3 回分を取り出し，加算平均したものを

代表値とした．統計学的解析は，高齢者と

若年者の特性と下肢関節角度変化量の比較

を，年齢と性別の 2 要因による 2 元配置

分散分析と対応のない t 検定を用いてお

こなった．研究に先立ち，対象者には十分

な説明を行い，同意を得たうえで実施した． 

 

【結果】 

 高齢者は，股関節伸展角度変化量が減少し，

股関節屈曲角度変化量が増加した．膝関節立脚

後期屈曲角度変化量もまた増加した．しかし，

膝関節の立脚初期屈曲角度変化量と伸展角度変

化量は，高齢者と若年者の間に有意差を認めな



 

かった．高齢者の立脚初期底屈角度変化量と立

脚後期底屈角度変化量は，若年者と比較し有意

に減少したが，背屈角度変化量は，高齢者と若

年者の間に有意差を認めなかった． 

 

【考察】 

 高齢者は，股関節伸展角度変化量が減少し，

屈曲角度変化量が増加した．Murray ら 2)は，

高齢者は，歩行時の股関節の立脚後期最大伸展

角度が減少すると報告した．Leeら 5) は，歩行

時の股関節最大伸展角度の減少は，股関節伸展

可動域の減少と関連があると報告した．また

Finley ら 3)とKaneko ら 6) は，高齢者は，若年

者と比較し歩行時の股関節屈曲運動が早期に起

こり，つま先離れ時の股関節屈曲角度が増加す

ると報告した．本研究の高齢者群は，立脚前期

から立脚後期における股関節の伸展方向への運

動が困難になることに加え，立脚後期からつま

先離れの間に，股関節を伸展位に保持すること

が困難になることが示唆される． 

高齢者は，膝関節立脚後期屈曲角度変化量が

増加した．Kaneko ら 6) は，高齢者は，歩行時

のつま先離れ時の膝関節屈曲角度が増加すると

報告した．立脚後期の膝関節屈曲は，股関節屈

曲と関連があり，Kaneko ら 6)は，高齢者のつ

ま先離れ時の屈曲角度の増加も報告した．この

ことより本研究の高齢者群は，膝関節立脚後期

角度変化量が増大したと推測される． 

高齢者は，足関節立脚初期底屈角度変化量

と立脚後期底屈角度変化量が減少した．一

般的に，足関節の立脚初期底屈運動は，身

体重心の前方移動と衝撃吸収をおこなう役

割があり，立脚後期底屈運動は，身体重心

の前方移動をおこなう役割がある．本研究

の高齢者群は，加齢に伴い立脚期中の足関

節底屈運動による身体重心の前方移動と衝

撃吸収能に問題がある可能性が示唆される． 

 

【まとめ】 

 本研究の結果から以下のことが明らかに

なった．1) 高齢者は，股関節伸展角度変化

量が減少し，股関節屈曲角度変化量が増加

する．2) 高齢者は，膝関節立脚後期屈曲角

度変化量が増加する．3) 高齢者は，足関節

の立脚初期底屈角度変化量と立脚後期底屈

角度変化量が減少する． 
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